






















































麿 閲 中 題駆 麗 電璽






































































H19年度 H20年度 H21年度 H22年度
け
―-108-一




















































































G■国鰈 X Based ―マと
年
度
被養
成者
PBLテーマ 成果の活かされ方
A トラブルリス ト改善によ
る工程削減
本 トラブルリスト導入し、 トラブルを
76σ/ο削減できた。
B 標準化に向けた図面の組
み立て作業性の改善
設計工数を削減できた。
C 厚膜パターン形成加工技
術立ち上げ
新プロセスによるラミネート厚膜加工
を導入した。
平
成
21
年
度
D 投影型静電容量型タッチ
パネルの基礎技術習得と
サンプル試作
サンプル試作を可能にし、企業内で新
規事業分野を切り開いた。
A 不適合低減プログラム設
計ミス削減システム
B クリーンルーム内のコン
タミ調査
C ITO透明導電膜代替材料
の成膜法について
D カラーフィルタの基板ム
ラ原因と対策
平
成
22
年
度
E 設計作業工数オーバーの
原因と工数見積もり手法
について
(2011年月31日現在継続中)
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